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が開催されることを、㈱やつはの滝澤泰平代表か

ら聴いたのは、3月の来店の時であった。制作中

の麻墨など是非、扱いたいとの事で、これをきっ

かけに完成を急ごうかと決意した。

　墨は一昨年から着手しているが、未だなかなか

形にならず、香水も 10 年の歳月を経ているが最

終の完成品が未だならず、どうしてももう一山、

大きなハードルを越えねばならなかった。エッセ

ンチアの篠原代表も語っていたが、

「業界でも、香水は９割方、パッケー

ジに精力・時間が費やされる」と

されている。

　麻墨の構想から仕入れ、依頼、

制作、文章などなどを入れると途

方もない努力が払われた。香水に

至っては、こんなに詰めがかかる

ものだろうか、と京都・東京間の往復は元より、

製品造りの一つ一つが果てしなく時間がかか

ることに、おそらく周りも呆れられたと思う

のだ。香水のレシピを作るのに１時間、それ

を形にするのに１０年かかった訳だ。

　しかし、何故か、これを遣り続けた。きっと何

かがあるのだろうと思っ

ていたのだ。

その皮切りが、今回の国

際麻フォーラムである。

これを世界に知らしめる

のは、このチャンスしか

なく、最高の場であると

思われた。

　墨は元より、

香水においても、

かつて誰もが嗅いだことのない麻のエッ

センスが加わった。これにより、麻伝統

文化がここに新たな装いで、創出される

ことになったのだ。

　その報告は、来月までお待ちください。
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